






要約:神経芽細胞腫スクリーニングにおける検査精度の維持・向上および施設間差の解消

を目的として、1993 年から、厚生省心身障害研究班が中心となり、本症スクリーニング

の精度管理の実施に関する検討を行った。内部精度管理に関しては、「内部精度管理実施

ガイドライン」を作成し、同一のコントロール尿を用いた統計的内部精度管理の標準化を

行った。また、HPLC メンテナンスマニュアルの作成し、機器の保守点検の標準化を行っ

た。外部精度管理に関しては、毎年 1回、一コントロール尿による全国サーベイを行い、

過去 5 年間の全国サーベイ参加率は平均で 87%であった。また、「神経芽細胞腫スクリー

ニングデータベース」を作成し、スクリーニング方法、結果等の情報の有効利用を図った。

その結果、各施設での内部精度管理の充実が図られているものの、補正値の正確さおよび

カットオフ値の適正さについて問題が認められ、今後、スクリーニング精度の向上を図っ

ていく上から、公的機関による継続した外部精度管理の実施が必要であると考える。


